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農業水路等長寿命化・防災減災事業（立田神地区）繰越 8 まちづくり課
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結核検診事業 14 長寿福祉課
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家庭学習支援モデル事業 16 教育委員会
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災害対策事業 24 総務課

沖縄観光防災力強化支援事業 25 総務課

与那国方言保存継承事業 26 教育委員会

文化財保護費 27 教育委員会

島仲遺跡発掘調査支援業務委託事業 28 教育委員会
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第４次与那国町総合計画に基づいた
令和3年度実施事業一覧



＊下段()は、成果報告書の区分を表示

基本計画 基本目標 実施事業名称 担当課 成　果

（施策名） （事項名） （事業名） （課名） 報告頁

100人の雇用創出　(ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ100)

どぅなんファンド事業費 企画財政課 -

地域振興対策事業 企画財政課 1

与那国島特産品アピール強化事業 企画財政課 2

与那国島観光地整備事業 企画財政課 3

与那国町誘客促進活性化事業 企画財政課 -

畜産業の振興 優良牛繁殖雌牛導入事業 産業振興課 4

農水産物輸送コスト負担軽減事業 産業振興課 5

さとうきび自然被害対策事業 産業振興課 -

農業次世代人材投資事業 産業振興課 -

さとうきび増産対策事業 産業振興課 -

病害虫及び外来生物等駆除事業 産業振興課 -

さとうきび優良種苗安定確保事業 産業振興課 -

中山間地域等直接支払事業 産業振興課 -

農地中間管理事業 産業振興課 6

機構集積支援事業 産業振興課 7

農業水路等長寿命化・防災減災事業（立田
神地区）繰越

まちづくり課 8

南帆安地区土地改良事業 まちづくり課 9

国営土地改良推進事業 まちづくり課 10

与那国町漁業担い手育成プラン実施事業 産業振興課 11

離島漁業再生支援交付金事業 産業振興課 12

漁業集落環境整備事業 産業振興課 -

食生活改善事業 長寿福祉課 -

食育推進事業 長寿福祉課 -

予防接種事業 長寿福祉課 -

ライフセーフティネット事業（福祉） 長寿福祉課 -

へき地保険指導事業 長寿福祉課 -

健康づくり推進事業 長寿福祉課 13

結核検診事業 長寿福祉課 14

健康増進対策事業 長寿福祉課 -

がん検診事業 長寿福祉課 15

診療所事業 長寿福祉課 -

離島患者等通院支援助成金 長寿福祉課 -

いきいきと
働けるまち

観光・サービス産業の振興

水産業の振興

島の活力と定
住人口を維持
するための産
業振興の推進

農業の振興

癒やしと安心
のまち

安心して暮らせ
る医療・福祉の

充実

地域医療・社会福祉の充実

第４次与那国町総合計画に基づいた令和3年度実施事業一覧

目標達成の柱

広域的な医療体制の維持

事業一覧－1



＊下段()は、成果報告書の区分を表示

基本計画 基本目標 実施事業名称 担当課 成　果

（施策名） （事項名） （事業名） （課名） 報告頁

第４次与那国町総合計画に基づいた令和3年度実施事業一覧

目標達成の柱

子育て支援の充実 与那国町すこやか子育て支援事業 長寿福祉課 -

少子高齢者医療支援事業 長寿福祉課 -

島ネットワーク総合相談事業 長寿福祉課 -

子育てサロン事業 長寿福祉課 -

母子保健事業 長寿福祉課 -

乳幼児医療費助成事業 長寿福祉課 -

妊産婦健診事業 長寿福祉課 -

老人クラブ助成事業 長寿福祉課 -

老人保護措置事業 長寿福祉課 -

敬老会事業 長寿福祉課 -

月桃の里施設入所促進対策支援事業 長寿福祉課 -

家庭学習支援モデル事業 教育委員会 16

教育諸活動助成事業 教育委員会 17

外国語教育強化事業 教育委員会 -

学校ICT教育環境整備事業 教育委員会 18

GIGAスクールサポーター配置事業 教育委員会 19

与那国町立学校各種検定受験料補助事業 教育委員会 20

学校給食費無償化事業 教育委員会 21

社会教育の充実 ライフセーフティネット事業(教育） 教育委員会 -

八重山圏と一体となった観
光施策の拡充

※観光総務費、企画費等に含めて対応 企画財政課 -

県内における観光受け入
れ体制の充実

※観光総務費、企画費等に含めて対応 企画財政課 -

伝統文化を体験する場づく
り

※観光総務費、企画費等に含めて対応 企画財政課 -

姉妹都市交流事業 企画財政課 -

与那国町国境交流結節点化可能性調査業
務

企画財政課 -

島内情報発信体制の確立 ※観光総務費、企画費等に含めて対応 企画財政課 -

情報通信技術を活用した島
外応援団の拡大

※観光総務費、企画費等に含めて対応 企画財政課 -

体験型の就業機会の充実
＊農業振興費及び水産振興費等に含めて
対応

産業振興課 -

与那国町古民家活用型定住促進事業 企画財政課 -

古民家活用型定住促進事業 企画財政課 -

町営住宅建替事業 まちづくり課 -

与那国空港の拡充
※空港管理・空港ターミナル管理費等に含
めて対応

空港課 -

祖納港の改修整備 ※港湾管理費等に含めて対応 まちづくり課 -

癒やしと安心
のまち

子育て支援の充実

安心して暮らせ
る医療・福祉の

充実

人材を育て・
つなぐ交流の
まち

広域連携によ
る交流・観光
の推進

UIターン施策
の充実

島の未来を担
う地域・人づく
りの推進

島外との交流を
支える基盤の充
実

良質な公営住宅の整備

国際交流の推進

情報通信技術
を活用した島
内外交流ネット
ワークの確立

高齢者福祉の充実

人材を育て・
つなぐ交流の
まち

義務教育の充実

事業一覧－2



＊下段()は、成果報告書の区分を表示

基本計画 基本目標 実施事業名称 担当課 成　果

（施策名） （事項名） （事業名） （課名） 報告頁

第４次与那国町総合計画に基づいた令和3年度実施事業一覧

目標達成の柱

バランスの取れた土地利
用の推進

※企画費等に含めて対応 企画財政課 -

多自然を活かした河川空
間の整備

※河川管理費等に含めて対応 まちづくり課 -

集落景観の保存・整備 ※土木管理費等に含めて対応 まちづくり課 -

沖縄離島住民等交通コスト負担軽減事業 企画財政課 -

公共交通路線支援事業 企画財政課 -

祖納部落内線道路改良事業 まちづくり課 -

地方改善施設整備事業 まちづくり課 -

樽舞1号線外２道路改良事業（繰越） まちづくり課 22

上水道・集落排水等の整備
改善

※環境衛生費、水産振興費等に含めて対
応

まちづくり課 -

廃棄物処理施設の整備 ※環境衛生費に含めて対応 まちづくり課 -

ゴミの減量・リサイクルの
推進

リサイクルセンター管理 まちづくり課 -

未利用エネルギー・再生可能エ
ネルギーの活用推進 ※環境衛生費等に含めて対応 まちづくり課 -

非常備消防費 総務課 23

災害対策事業 総務課 24

沖縄観光防災力強化支援事業 総務課 25

沖縄観光防災力強化支援事業 企画財政課 -

交通安全対策特別事業 総務課 -

海洋環境の保全 ※海浜浄化対策費等に含めて対応 産業振興課 -

海洋の安全の確保 ※水産振興費等に含めて対応 産業振興課 -

国境離島として連携・支援
体施策の推進

※企画費及び観光総務費等に含めて対応 企画財政課 -

与那国島歴史文化交流資料館事業 企画財政課 -

与那国町方言保存継承事業 教育委員会 26

文化財保護費 教育委員会 27

嶋仲遺跡発掘調査支援業務委託事業 教育委員会 28

与那国民謡の文化継承事業 教育委員会 29

自治公民館を中心とした住民
自治の推進

公民館費 教育委員会 -

住民と行政の協働によるまち
づくりの推進

※企画費等に等に含めて対応 企画財政課 -

健全な行財政運営の徹底 ※財務システム管理費等に含めて対応 企画財政課 -

成果のあがる行政執行体
制の確立

人事評価制度導入事業 総務課 -

成果のあがる行政執行体
制の確立

与那国町内部情報システム更改業務 企画財政課 30

自主財源の確保 ふるさと寄附（納税）対策事業 企画財政課 -

経常的な業務等を主とする
事業

広報誌発行 企画財政課 -

適正な土地利用
の推進

行政改革の推進

伝統文化に
支えられた
自治と自律
のまち

海を守り、支
えるまち

安全・安心に
暮らせる島づく
りの推進

道路・交通ネットワークの
整備

住民自治の推
進と地域コミュ
ニティの活性
化

人と環境にやさし
い生活基盤の維
持・充実

与那国の伝統文化の継承
与那国の伝統
文化の継承

防災体制の整備・拡充

循環と共生の
まち

『健やかな自
然・人・生活環
境を育む島』
を実現する環
境循環システ
ムの確立

事業一覧－3



＊下段()は、成果報告書の区分を表示

基本計画 基本目標 実施事業名称 担当課 成　果

（施策名） （事項名） （事業名） （課名） 報告頁

第４次与那国町総合計画に基づいた令和3年度実施事業一覧

目標達成の柱

新型コロナウィルス感染症
対策

与那国町特別定額給付金 総務課 31

新型コロナウィルス感染症
対策

申請支援窓口開設事業 企画財政課 -

与那国町総合食育センター建設事業 教育委員会 32

慰霊祭式典費 長寿福祉課 -

成人式式典費 長寿福祉課 -

沖縄県市町村広域連携支援事業 総務課 -

与那国町地域おこし協力隊（移住定住支
援）

企画財政課 -

その他

事業一覧－4
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 1

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 地域振興対策事業 作成者名 杉本 佳奈

総務費

施 策 名 いきいきと働けるまち 沖縄県特別推進交付金

事 項 名 観光・サービス産業の振興 観光振興費

課 名 企画財政課 課長名 小嶺　長典 予
算
科
目

意図（どういう状態にしたいのか）

日本最西端与那国島国際カジキ釣り大会
及び日本最西端与那国島一周マラソン大
会の補助を行い、誘客促進を促す。

既存の観光イベントの参加促進と、他の体験型観
光メニューとの連携を図りかつ、各種広報媒体等
による情報発信体制を構築するとともに、観光客
の誘客と滞在期間の長期化を促進する。また、大
会への参加のみならず、リピーターとして与那国
島への再訪を促し、地域の活性化を促進する。

事
業
の
成
果

イベント自体の開催ができず、誘客及び地域振興には直接結びつかなかったが、次
大会へ向けたアプローチについては実施できた。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

予算執行
状況

予算額 決算額
国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

19,500 8,162 0 0 0 0 8,162

●第32回日本最西端与那国島国際カジキ釣り大会

開 催 日 ： 7月2日 ・ 3日 ・ 4日

種 目 ： トローリングの部 磯釣りの部

※新型コロナウイルス感染症の影響により大会中止

町補助金：8,010,289円 一括交付金 0円

第２回の実行委員会にて中止が決定し、一括交付金が対象外となった

ため町補助金にて対応

●第28回日本最西端与那国島一周マラソン大会

開 催 日 ： 11月10日（土）

種 目 ： 25ｋｍ ・ 10ｋｍ

申込人数 ： 531名

※新型コロナウイルス感染症の影響により延期

町補助金：151,232円 一括交付金：0円

全大会の協賛企業及び選手への案内状送付の通信費・実行委員の報酬

振込手数料の支払い

報告書 - 1



単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 1

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 特産品アピール力強化事業 作成者名 杉本 佳奈

総務費

施 策 名 いきいきと働けるまち 沖縄特別推進交付金

事 項 名 観光・サービス産業の振興 観光振興費

課 名 企画財政課 課長名 小嶺　長典 予
算
科
目

意図（どういう状態にしたいのか）

　商工会への補助金

　離島地区の為、日頃より触れる機会の少な
い与那国町の特産品の良さを知ってもらうた
めに、県内及び県外の物産展などの集客力
を利用し、特産品をＰＲするとともに販路開拓
を図る。

事
業
の
成
果

コロナウイルスの影響を受け、直接事業者の手による販売機会はなかったが、市場の現状を
学びオンラインを活用した特産品のＰＲや販路拡大に向けて支援を行った。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

予算執行
状況

予算額 決算額
国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

8,000 3,554 3,554

与那国町

3,354千円

補助金
3,354千円

与那国町商工会
3,354千円

町内事業者向け講習会の開催

島外の物産展等参加に係る補助金

報告書 - 2



単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 1

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

42,827 39,845 31,876 3,300 4,669

意図（どういう状態にしたいのか）

観光客に対して
利便性と安全性が確保された観光地を提供し観光客
等が安心して利用できる環境を整備するため、既存
の「西崎展望台」の充実を図り整備実施した。

事
業
の
成
果

・西崎展望台施設及びトイレ施設整備工事については、令和4年3月末で整備が完了し、令和4年4月
から供用が開始されている。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

総務費

施 策 名 いきいきと働けるまち 沖縄振興特別推進交付金

事 項 名 観光・サービス産業の振興 観光振興費

課 名 企画財政課 課長名 小嶺　長典 予
算
科
目

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国島観光地整備事業 作成者名 池間　有人

工事請負費

38,635千円
㈱栄電社

38,635千円
西崎展望施設及びトイレ

施設整備工事

委託料

1,210千円

㈱城健

1,210千円
西崎展望施設及びトイレ

施設整備工事監理

与那国町
39,845千円
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 2

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

22,047 11,023 8,818 2,205

意図（どういう状態にしたいのか）

 和牛生産農家を対象とし、雌牛購入費用の１
／２以内及び１頭当たり５００千円を上限として
助成すると共に町単独支援として、1頭あたり
200千円の助成を行った。

優良雌牛の導入助成により、将来の子牛価格の市場
価格が上昇し、生産農家の意欲や繁殖生産基盤の強
化を図り、経営安定が期待できる。

事
業
の
成
果

　優良繁殖雌牛導入により今後子牛価格の市場価格が上昇し、生産農家の意欲及び繁殖生産基盤
の強化を図り経営安定が期待できる。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

総務費

施 策 名 いきいきと働けるまち 沖縄特別推進交付金

事 項 名 畜産業の振興 農林水産振興費

課 名 産業振興課 課長名 小島　重喜 予
算
科
目

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 優良牛繁殖雌牛導入事業 作成者名 外間　守千賀

与那国町

11,023千円
沖縄県

農業協同組合

11,023千円補助金11,023千円

優良繁殖雌牛導入事業

農家

受益者負担分

（１頭あたり1/2補助）

導入牛
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 2

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

6,112 6,100 4,880 1,220

意図（どういう状態にしたいのか）

　 地理的不利性を解消し、農水産業の活性化
を図るため農水産物の県内輸送に対して、与
那国漁協組合及び農業生産法人に空路と陸
路の差額分の輸送費を補助する。

　輸送補助を行うことにより、農漁業者の出荷量の拡
大や価格競争の向上により漁家の所得向上を図る。

事
業
の
成
果

　農水産物輸送補助を行うことで、農漁業者の漁獲量及び生産量の拡大や価格競争力の向上により
農家及び漁家の所得向上が図られた。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

総務費

施 策 名 いきいきと働けるまち 沖縄特別推進交付金

事 項 名 畜産業の振興 農林水産振興費

課 名 産業振興課 課長名 小島　重喜 予
算
科
目

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 農水産物輸送コスト負担軽減事業 作成者名 外間　守千賀

補助金6,100千円

与那国町

11,023千

与那国町漁業協同組合

4,000千円

農業生産法人 与那国薬草園

2,100千円

農水物輸送コスト負担軽減事業
生鮮魚の沖縄本島への航空

路輸送にかかる補助金

薬用作物の沖縄本島へ航

空路輸送にかかる補助金
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単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 3

・ 出し手の掘り起こし

・ 借受者貸付者との交渉

・貸付農地の利用状況の作成支援、現地確認

・ 農地所有者へ機構を通した貸付の推奨

・ 農業者へ機構を通した借受の推奨

実施状況

・ 農地の借受（受け手）希望者実積　　２件　 15,706㎡

・ 農地の貸付（出し手）希望者実績   7件　  15，706㎡

・ 機構への貸付実績（出し手⇒機構）　１件　48，224㎡

・ 機構から転貸実績（機構⇒受け手）　１件　48，224㎡　　

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 農地中間管理事業 作成者名 上原千代子

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 産業の振興 農業振興費

課 名 産業振興課 課長名 小島　重喜 予
算
科
目

意図（どういう状態にしたいのか）

・農地所有者　　　・耕作者
　農地所有者と耕作者トラブル発生防止、農地の活用
（集積・集約化）を推進する。

事
業
の
成
果

本事業により農地の貸借をスムーズに行うことができた。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

580 37 10 27
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単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 1

☆　農業委員の資質向上を目的として研修等の参加

★　職員の資質向上を目的として研修等の参加

☆　不在村地主の意向確認と農地中間管理機構活用への促進

参加活動事例

・　農業委員・農地利用最適化推進委員研修会

・　農業委員会事務職員研修会

・　女性協議会研修会

・　女性委員交流会

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 機構集積支援事業 作成者名 新嵩弘樹

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 産業の振興 農業委員会費

課 名 産業振興課 課長名 小島　重喜 予
算
科
目

241 237290

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

4

農業委員及び事務局員を設置することにより、
農地法の適正な実施を行う。

農業委員会の業務の合理化・透明性を図り、適正か
つ迅速な処理を行う体制を整備することにより問題の
早期解決に寄与する。

事
業
の
成
果

本事業実績により、農地制度の研修会等への参加等を通して他市町村の持つ活動情報に触れ、委
員の業務理解を深め意欲向上が図られた。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

報告書 - 7



単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 5

令和2年度　農業水路等長寿命化・防災減災事業（立田神地区）

１．事業概要

　令和２年度補助事業費 250,592千円（内 交付金 220,520千円　市町村負担金 30,072千円）

内令和2年度実績分 千円

令和3年度実績分 千円

３．令和２年度の工事内容

　①立田神地区貯水池改修工事 擁壁設置工 ･･･ Ｌ ＝

底板設置工 ･･･ A ＝

４．令和２年度事業の主な実績

千円

千円

千円

30,072

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

252,592 250,592 220,520

事
業
の
成
果

　既設貯水池の改修工事を実施した。
　擁壁及び底版設置工の一部が完了している。
　引き続き、改修工事を実施して事業の推進を図る。
　農業用水施設の整備により、立田神地区における農業生産の向上が期待出来る。

64,460

186,132

約127m

約1,402m2

　①立田神地区貯水池改修工事 247,146

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

　本地区の貯水池は、昭和51年に団体営畑地かんがい事業によって貯水池が建設されてお
り、平成18年に改修工事が行われている。
　平成18年の改修工事によってⅢ型施設が建設され、地区内の用水が手当されている。しか
しその後底板、側壁から漏水が発生し、現在はほとんど水が溜まらない状況である。
　よって、十分な用水手当がなされていないため、農業生産が不安定であり、農業振興の妨げ
になっている。
　これらの事から、本事業において貯水池を改修することにより、安定的な農業経営を目指し、
農業生産の向上を図るものとする。

２．事業費説明

　②立田神地区貯水池改修工事現場技術業務 2,840

　③立田神地区貯水池改修工事起工設計委託業務

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

　農家及び農業生産者。
　既設貯水池の改修工事を実施し、農業生産基盤の
整備を行う事により、生産性の高い農業の実現、活力
ある農村社会の形成を図る。

440

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 農地費

課 名 まちづくり課 課長名 前大舛　和夫 予
算
科
目

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 農業水路等長寿命化・防災減災事業（立田神地区）（繰越） 作成者名 入池原正宗

報告書 - 8



単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 5

　①事業内容 区画整理

　②市町村負担金 6,800千円（県事業費のうち、市町村負担金8.5％）

　③令和３年度主な実施内容（令和２年度繰越工事） 舗装工事 ・・・ 一式

　④施工状況写真（令和２年度繰越工事　状況写真）

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

7,310 6,800 6,800

意図（どういう状態にしたいのか）

事
業
の
成
果

　県営土地改良事業において、南帆安地区の農業生産基盤整備が行われ、生産性の高い農業の実
現、活力ある農村社会の形成が推進された。

事
業
の
目
的

　農家及び農業生産者。
　区画整理工事を実施して、農業生産基盤の整
備を行う。農業の機械化等を推進する事により、
効率的で生産性の高い営農を実現させる。

対象（誰を、何を）

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 農地費

課 名 まちづくり課 課長名 前大舛　和夫 予
算
科
目

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 南帆安地区土地改良事業 作成者名 入池原正宗
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単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 5

１．土地利用状況調査 資料①

　　9月・12月に1筆毎の対象面積約592ha土地利用状況

　　調査を実施。（作付作物の確認を含む）

（参照：資料①）

２．土地所有状況調査

　　耕作者情報を、農地筆データと集落協定の協定農用

　　地台帳データ及びさとうきび収穫台帳との照合を行い、

　　前年度に整理した情報を更新した。

３．水利状況調査

　　畑地かんがいを実施している、貢馬第2地区における

　　水利用状況を把握するため、貢馬第2地区の水使用

　　調査を毎月実施。島外から移住した農家へ聞きとりを

　　行い、営農事例としてまとめた。

　　合わせて、さとうきび収穫台帳を用いて、地区ごとの平

　　均単収等を分析し、地区化してとりまとめた。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 国営土地改良推進事業 作成者名 與那覇　亜理沙

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 農地費

課 名 まちづくり課 課長名 前大舛　和夫 予
算
科
目

1,365 1,0001,555

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

365

与那国町内の農地及び水利施設等

本町の土地利用状況、土地の所有・権利設定状
況の整理、水利状況調査及び農産物の流通状
況、市場動向等の調査を行うことにより、本町の
営農実態を把握する。

事
業
の
成
果

　本年度は、土地利用や所有者及び耕作者、水利用の状況調査を行った。
　土地利用状況調査は年２回の調査で農地利用の状況を把握し、所有状況調査では他事業との耕
作者情報及び、収穫台帳等との照合を行い情報更新ができた。また、水利用状況調査では本事業
のモデル地区でもある貢馬第2地区における水使用調査を実施し、今後の農業施策に係る基礎調
査を実施する事ができた。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

土地利用区分
現況調査
R02.12月

現況調査
R03.6月

差分

田 3.1 5.2 2.1
畑 32.9 82.7 49.8
さとうきび 176.1 105.4 -70.7
野菜 13.0 6.1 -6.9
長命草 1.7 2.6 0.9
果樹 1.4 1.3 -0.1
草地 117.3 114.9 -2.4
土地改良実施中 54.2 54.2 0.0
休耕地 191.8 218.8 27.0
小計 591.5 591.2 -0.3
採草放牧地 165.5 165.5 0.0
牧場 109.5 109.5 0.0
農業用施設 2.6 2.6 0.0
山林原野 1,410.6 1,410.6 0.0
原野 0.0 0.0 0.0
空港滑走路 0.6 0.6 0.0
雑種地 5.2 5.2 0.0
最終処分場 0.9 0.9 0.0
天日干施設 0.1 0.1 0.0
池沼 6.0 6.0 0.0
宿舎 0.5 0.5 0.0
保育所 0.7 0.7 0.0
公園 2.5 2.5 0.0
墓地 11.5 11.5 0.0
未設定 516.8 517.1 0.3
小計 2,233.0 2,233.3 0.3
合計 2,824.5 2,824.5 0.0

報告書 - 10



単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 2

　: 漁船貸出、エンジン搭載、装備品導入実施

　: 担い手の確保及び既存就業者の支援

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国町漁業担い手育成プラン実施事業 作成者名 外間　守千賀

総務費

施 策 名 いきいきと働けるまち 沖縄特別推進交付金

事 項 名 水産業の振興 農林水産振興費

課 名 産業振興課 課長名 小島　重喜 予
算
科
目

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事業内容

目的

事
業
の
成
果

　漁業者増加による人口減少の抑制効果、国境警備を含む漁業の活性化・水産振興、及び生産性が
高く経営が安定した漁業の成立による与那国町産業全体への波及効果の与那国町漁業協同組合員
数を、10年後に40人とすることを目標とする。

予算執行
状況

34,626 25,182

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

与那国町の漁業現状を打開するため、与那国
町の漁業従事者団体に漁業設備の購入費に
対する補助を行う。漁業従事者団体は漁業者
に漁業設備の貸出をすることで漁業経営の安
定化を図るための支援を実施する。

近年漁業従事者の高齢化が進むとともに、過疎化も
進んでいることから、島内外から次世代の担い手を積
極的に育成することが極めて重要である。また、船舶
等の老朽化に伴う資機材の更新に大きな負担がある
ため、新たな雇用の場を求めて島外に人口流出する
可能性があり、現状を打開するため、与那国町の漁業
従事者団体に補助を行い、漁業者に漁業設備の貸出
をすることで漁業経営の安定化を図る。

地方債 その他 一般財源

20,146 5,036

中古船、エンジン取替及び

装備品購入にかかる補助金

貸し出し

漁業者

（新規・既存）
漁業協同組合 協議会（審査）

与那国町

漁業協同組合
漁業者

（新規・既存）
漁業協同組合

協議会 与那国町 漁業協同組合

与那国町

25,182千円

与那国町漁業協同組合

25,182千円

漁業担い手育成プラン実施事業

補助金25,182千円

【事業スキーム】
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 2

取組内容

○担当者の報酬、事務委託料

○交付事務委託料

○話し合い・備品経費

○浮魚礁の製作、設置作業（漁場の生産力向上に関する取り組み）

○流通体制の改善（漁業の再生に関する実践的な取り組み）

○高付加価格化(鮮度管理・産地タグ)

○漁業体験

○販路拡大（先進地視察）

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 離島漁業再生支援交付金事業 作成者名 外間　守千賀

総務費

施 策 名 いきいきと働けるまち 沖縄特別推進交付金

事 項 名 水産業の振興 農林水産振興費

課 名 産業振興課 課長名 小島　重喜 予
算
科
目

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
成
果

 与那国町離島漁業集落活動促進計画に基づき、漁場の生産力の向上に関する取り組み、漁業の再
生に関する実践的な取り組みを集落の創意工夫を生かした取組ができた。

予算執行
状況

4,235 3,170

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

 漁業の基盤となる漁場の保全や利用に関する
集落での話し合いを通じて集落機能を再編し、
漁場の合理的な利用や新技術・漁法の導入等
取り組める環境を整えるとともに漁場環境の保
全活動を持続的に実施する必要がある。

 漁場の保全及び合理的利用・新漁法など含め、集落
活動促進計画に基づいた事業の達成。

地方債 その他 一般財源

3,170
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 2

【どぅなん健康づくり２１推進会議】

・どぅなん健康づくり２１（第二次）計画期間平成２５年度（２０１３）

～平成３４年度（令和４年・２０２２）

【福祉と健康づくりの集い】 　参加者：２００名

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 健康づくり推進事業 作成者名 原聖子

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生

事 項 名 地域医療・社会福祉の充実 予防費

課 名 長寿福祉課 課長名 田島　忠幸 予
算
科
目

意図（どういう状態にしたいのか）

全町民
「どぅなん健康づくり２１」第２次に基づき、関
係機関・団体等と地域住民が一体となり、総合的
な健康づくり・意識向上の推進に努める。

事
業
の
成
果

・新型コロナウィルス感染症の蔓延状況に伴い、会議の開催が書面となった。国及び県の
計画期間の延長に伴い、町の計画も１年延長することとした。（令和４年度評価、令和５
年度見直し及び第三次計画策定）
・「福祉と健康づくりの集い」については、人の集まるイベントは行わなかったが、感染
予防対策を取りながら工夫をしながらできる形で健康づくりの啓発を行えた。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

・例年のような人を集めるイベントの形ではなく、各集落において、社会福祉協議会と民生
委員による健康弁当の販売、食育ボランティアによる手作りおやつの販売、運動啓発Tシャツ
の販売、健康に関する資料の配布を行った。

・毎年、どぅなん健康づくり２１推進会議を開催し、関係機関・団体の委員が集まり進捗状
況の確認を行っているが、令和２年度は新型コロナウィルス感染予防のため書面開催した。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

847 424 424
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 2

【結核・肺がん検診】

・受診者数：323名

・要精検数：26名

・要観察数：64名

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 結核検診事業 作成者名 原聖子

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生

事 項 名 地域医療・社会福祉の充実 予防費

課 名 長寿福祉課 課長名 田島　忠幸 予
算
科
目

意図（どういう状態にしたいのか）

全町民
基本健診（がん検診）と同時受診で、早期発見・
早期治療につなげる。

事
業
の
成
果

結核の発生及び蔓延予防への関心を高め、早期発見・早期治療へつなげるため、基本健診
と同時実施することができた。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

早期発見・早期治療へつなげるため、基本健診と同時受診で行うことで、
受診率向上を目指し、検診への関心を高め次年度への検診へつなげる。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

530 519 519
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 2

【胃がん検診】

・受診者数：127名

・要精検数：4名

・要観察数：26名

【大腸がん検診】

・受診者数：130名

・要精検数：11名

・要観察数：26名

【結核・肺がん検診】

・受診者数：323名

・要精検数：26名

・要観察数：64名

【乳がん検診】

・受診者数：192名

・要精検数：12名

・要観察数：1名

【子宮頚がん検診】

・受診者数：180名

・要精検数：4名

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 がん検診事業 作成者名 原聖子

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生

事 項 名 地域医療・社会福祉の充実 予防費

課 名 長寿福祉課 課長名 田島　忠幸 予
算
科
目

4,0154,047

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

4,015

全町民

高齢化に伴い、がんの死亡率は増加傾向にある。
予防に関する知識の普及やがん検診受診率を向上
させ、早期発見・早期治療につなげ、がんによる
死亡率を低下させる。

事
業
の
成
果

がん検診実施で、予防への関心を高め、早期発見・早期治療に繋げられることの周知、大腸がん・肺
がん・胃がん検診は基本健康診査と実施、女性がん検診では子宮頸がん検診・乳がん検診と同時検診
をすることで受診率向上を図った。
また女性がん検診対象の２０～６９歳女性全員に勧奨はがきを出したことで受診者数が伸びた。（令
和２年度比較　乳がん+46人、子宮頸がん+41人）
令和４年度は受診率向上を目指し、胃がん検診対象者全員に勧奨はがきを出す。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源
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単位：千円

家庭学習支援モデル事業

款 番号 2

項 番号 6

義務教育の充実 目 番号 4

授業形態
・ 塾運営受託事象者が島外から講師を派遣し、直接指導

・ 緊急事態宣言中等においては、オンライン授業を実施し家庭での学習をサポート

受講生徒数（令和3年3月時点）
総計：45名

小学4年生：6名 中学1年生：9名

小学5年生：8名 中学2年生：5名

小学6年生：6名 中学3年生：11名

学習意欲向上、学びのための取組

・ 受験対策合宿を実施。島外受験生と合同で学習することで意欲を高めた。

・

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 作成者名 小原優

課 名 教育委員会教育課 課長名 高木　健一郎 予
算
科
目

総務費

施 策 名 癒しと安心のまち 沖縄振興特別推進交付金

事 項 名 教育振興費

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町内の小学4年生～中学3年生
学力に応じたきめ細やかな指導を充実させ、学習
意欲の向上、基礎学力の定着及び学習習慣の確立
を図り、確かな学力の向上に繋げる。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金

16,460 11,983 9,411 2,572

県支出金 地方債 その他 一般財源

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

新型コロナウイルス感染症の影響により、講師が来島して授業を実施できない期間が
断続的に発生。家庭からオンライン授業に参加する形式に早期から切り替えた。

事
業
の
成
果

コロナ禍において、講師派遣が困難になったが、オンライン授業に切り替え、学びの機会
を継続して提供した。学力面では、ほぼすべての学年、科目において、学力診断テストの
平均点が向上した。
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 4

＊

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 教育諸活動助成事業 作成者名 平良　利恵

課 名 教育委員会総務課 課長名 村本　浩利 予
算
科
目

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町内の児童生徒の各種大会派遣費（航空運
賃、宿泊費等）を各学校長を通して助成す
る。

町内の児童生徒の各種大会派遣費（航空運賃、宿泊費等）を
支援することにより、子供達が持つ多様な能力・才能を発揮
する機会を提供する。離島が持つハンディの克服と保護者負
担の軽減を図る。

派遣数、補助金額等

総務費

施 策 名 癒しと安心のまち 沖縄振興特別推進交付金

事 項 名 義務教育の充実 教育振興費

小学校計 53 人
沖縄市（２）

6

件 1,056,410
石垣市（4）

比川小学校 2 人
沖縄市（１）

1 件 55,790

与那国小学校 51 人
沖縄市（１）

5

件 1,112,200
石垣市（4）

　　　　　（学校長）→確定（与教委）→精算

補助対象経費・・・航空運賃等（実績、県外に関しては1/2を補助）

石垣市（9）

久部良中学校 74 人
沖縄市（4）

12 1,735,660
石垣市（8）

与那国中学校 79 人
沖縄市（9）県外（3）

21 件 2,205,330

人
沖縄市（17）

33 件 3,940,990

補助金の流れ・・・学校長（申請）→与教委（決定）→概算払い→大会参加→実績報告

　　　　　　　　　　　宿泊費（１泊6,000円を限度として補助）

実績報告時に各種領収書、搭乗証明書を添付

事
業
の
成
果

令和3年度は前年度に比べ72名の増、大会件数も22件増になっていますが、大会自体が新
型コロナウイルス感染症拡大の影響により、中止、感染拡大防止のため参加できない大会
もあった。大会参加後、保護者からいい経験ができ他校とのふれあい、向上心が芽生え
た。また、保護者の負担が軽減できたと報告があった。

件 5,053,190
石垣市（21）

事業の概要

派遣基準・・・与那国町立学校児童生徒派遣費等補助金交付要綱に基づく

学校長が参加する事が妥当と認めた公的機関が主催・協賛又は後援する大会

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

学校名 派遣数 派遣先（件数） 補助金額（円）

石垣市（17）

合　計 206 人
沖縄市（19）

39

件

中学校計 153

5,053 4,043 1,010

予算執行状
況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

6,400
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単位：千円

学校ICT教育環境整備事業

款 番号 10

項 番号 1

義務教育の充実 目 番号 7

事業概要

整備・運用状況

4月 与那国町ICT 研修会 第1 回「G Suite for Education 活用講座」開催。

5月 与那国町ICT 研修会 第2 回「ロイロノート活用講座」開催。

7月 与那国町ICT 研修会第3 回「G Suite for Education 活用講座」開催。

9月 利活用を促進するため、平時における端末の持ち帰り学習を5校で一斉開始。

10月

与那国町GIGA スクール構想サイト（外部非公開サイト）を作成し、先行自治
体の事例集リンク、町が作成した操作マニュアル等を教職員に公開。

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 作成者名 村松稔

課 名 教育委員会教育課 課長名 高木　健一郎 予
算
科
目

教育費

事
業
の
成
果

　令和3年度は、前年度に整備したChromebook、学校Wi-Fi環境の運用、活用に注力し
た。研修会を4回実施し、AI型教材の導入、持ち帰り学習の実施。
　特に、平時における持ち帰り学習は全国でも実施している市町村がまだまだ少ない。そ
のような全国的な状況の中で、町内すべての学校で実施できたことは、教職員全体のICTを
活用した指導力が向上していることを示している。

施 策 名 癒しと安心のまち 教育総務費

事 項 名 学校ICT環境整備費

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町内の児童生徒、教職員及び学校

　Soceiety 5.0に向け多様な子供たちを誰一人
取り残すことのない、公正に個別最適化された学
びの環境を整備。
　また、緊急時においても、ICTの活用により全
ての子供たちの学びを保障できる環境を実現。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

①1人1台端末（Chromebook）の運用。
②教育アプリの整備・運用。
③急速な学校ICT化に対する教職員への支援として、研修会の実施。

EdTech補助金を活用し、持ち帰り学習時の教材及びハイブリッド型学習用教
材として、AI型教材ドリルQubenaを5校に導入。

10,233

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

12,696 10,233

報告書 - 18



単位：千円

GIGAスクールサポーター配置事業

款 番号 10

項 番号 1

義務教育の充実 目 番号 7

事業概要

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

7,729 3,896 1,947 1,949

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
成
果

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町立学校の教職員及び児童生徒
急速に進む学校のICT環境整備に対し、授業を円
滑に進めるように専門の支援員を派遣し、校内の
ICT活用を促進する。

各校へGIGAスクールサポーターを隔週で派遣し、支援、助言、設定作業、マニュアル作成
等を実施。
・32個の機器操作マニュアル作成
・297件の支援実施

　当町では、令和2年度に、ハード面においては指導者含めた「1人1台端末」の整
備、学校Wi-Fiのエリア拡充を実施し、ソフト面においては、Google Workspace for
Educationを基盤とした学習環境を構築。

　令和3年度では、これら新たな機器の操作、運用について教職員への人的支援体制
を整備するため、急速な学校ICT化に対する教職員及び児童生徒への支援として、学
校における使用マニュアル（ルール）の作成のほか、新型コロナウイルス感染症によ
る臨時休業期間における、オンラインによる家庭学習の実施に関する支援等を行う
ICT環境整備等の知見を有する者を学校へ派遣した。

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 作成者名 村松稔

課 名 教育委員会教育課 課長名 高木　健一郎 予
算
科
目

教育費

施 策 名 癒しと安心のまち 教育総務費

事 項 名 学校ICT環境整備費
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 1

目 番号 3

【与那国中学校】

　　　 ・漢字検定　３回実施：延べ受検者数　27名　　　合格率　37.0％

・数学検定　３回実施：延べ受検者数　21名　　　合格率　42.9％

・英語検定　３回実施：延べ受検者数　38名　　　合格率　50.0％

（一次のみ、二次のみ合格含め52.6％）

【久部良中学校】

　　　 ・漢字検定　３回実施：延べ受検者数　23名　　　   合格率　21.７％

　　　 ・数学検定　３回実施：延べ受検者数　１６名　　　合格率　31.3％

　　　 ・英語検定　３回実施：延べ受検者数　３８名　　　合格率　32.0％

（一次のみ、二次のみ合格含め37.５％）

【与那国小学校】

　　　 ・漢字検定　１回実施：延べ受検者数　71名　　　合格率　91.5％

　　　 ・算数検定　１回実施：延べ受検者数　７０名　　 合格率　88.7％

・英語検定　１回実施：延べ受検者数　12名　　　合格率　  8.3％

【久部良小学校】

　　　 ・漢字検定　１回実施：延べ受検者数　 43名　　　合格率　81.４％

・算数検定　１回実施：延べ受検者数　 42名　　　合格率　52.3％

【比川小学校】

　 ・英語検定　１回実施：延べ受検者数　11名　　     合格率　100％

・漢字検定　１回実施：延べ受検者数　3名　　　　合格率   100％

・英語検定　１回実施：延べ受検者数　1名　　　　合格率　100％

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国町立学校各種検定受検料補助事業 作成者名 成瀬　満紀人

教育費

施 策 名 人材を育て・つなぐ交流のまち 教育総務費

事 項 名 島の未来を担う地域・人づくりの推進 学習対策費

課 名 教育委員会教育課 課長名 高木　健一郎 予
算
科
目

国庫支出金 県支出金

意図（どういう状態にしたいのか）

町内児童生徒で検定の受検を希望するもの
を対象に、英語・数学（算数）・漢字検定
の受検料を全額補助をする。

8851,337 885

児童生徒の受検機会拡充及び自主学習習慣の定着と学
力向上を目指す。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
成
果

【短期成果】
・各中学校において、合格率が前年度に比べ上昇している。
また、在籍学年より上級認定の級取得に取り組んでいる生徒が多くみられ、受検機会が拡充されること
で上級取得に向けた意欲向上を図ることができたと考えらえる。
・小学校においては、１年間の学習成果を検定で図る取り組みを行っているため、合格率が70％後半か
ら100％と高い傾向にみられた。
【中長期的な成果】
・検定受検による目標級の取得や、点数の高まりを経験することで学習に対する意欲の向上とともに自
己肯定感の向上につながったと考えられる。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

予算執行状
況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

地方債 その他 一般財源
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 6

目 番号 2

　

10,301 0

事業費の執行内容

 学校給食完全無償化事業 作成者名 永井　一史

教育委員会総務課 課長名 村本　浩利 予
算
科
目

教育費

癒しと安心のまち 保健体育費

事
業
の
成
果

　県内において、給食費完全無償化事業を実施している市町村は、与那国町
を含めて７市町村有り、給食費を全額補助する事により、事業対象の園児、
児童、生徒の保護者の負担軽減の充実が図られた。

予算執行状
況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

10,415 10,301 0 0 0

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名

課 名

　　　

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

施 策 名

事 項 名  義務教育の充実 学校給食費

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

　各幼稚園、小学校、中学校の園児、児
童、生徒を対象とした学校給食費を完全無
償化にする。

  園児、児童、生徒の給食費完全無償化に伴い、子育
て世代の支援推進を図り、教育振興の充実に寄与す
る。

※在学数は令和4年３月31日現在。

よなぐに幼稚園

くぶら幼稚園

ひがわ幼稚園

　　　幼稚園　計

合　　　計

36 540 6,528

47 393 8,796

22 179 3,963

　　　中学校　計

211 1,549 39,448

13 179 2,383

1 182 182

17 196

学　校　名

与那国小学校

久部良小学校

比　川小学校

久部良中学校

8,756

3,068

11 225 2,086

128 616 24,124

1,882

在学数(人) 給食日数 延べ回数 補助金額(千円)

71 195 13,282

46 196

　　　小学校　計

与那国中学校 30 197 5,728

3,854

2,530

605

6,989

417

10,301

1,014

2,896

253

152

12
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単位：千円

款 番号 8

項 番号 2

目 番号 3

令和２年度　樽舞1号線外2道路改良整備工事

１.事業概要

２.事業費説明

　 令和2年度補助事業費　　９３，６４３千円

　 （内　交付金　７４，９１３千円　市町村負担金　１８，７３０千円）

　  内　令和2年度実績分　　　　４１，１８２千円

　　 　　令和3年度実績分　　　　５２，４６１千円

３.令和2年度の工事内容

　 ①樽舞1号線外2道路改良整備工事　　　　　９０，９６１千円

　　　整備延長　L＝２１０ｍ 舗装工・付帯工・撤去工・排水工　一式

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

111,972 93,643 74,913 16,300 2,430

意図（どういう状態にしたいのか）

町民及び観光客。
道路改良工事で道路の拡幅及び歩道設置を実施し、
住民及び観光客の生活環境の改善や歩行者の安全
確保を図る。

事
業
の
成
果

　当年度工事において、一部の道路整備が完了した。
　引き続き、整備工事を実施して、車両通行及び歩行者に快適で安全な交通の確保を図る。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

　 当該道路は地域住民及び観光客が生活道路及び観光道路として利活用されているが、隣接してい
る与那国駐屯地の運用により自衛隊大型車両が通行するため、幅員が狭く、離合困難や歩行者等に
危険が生じている。そのため、本道路を拡幅整備及び歩道設置をすることで、地域住民の生活環境の
改善や離合困難の解消及び歩行者の安全確保を図るものとする。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

土木費

施 策 名 循環と共生のまち 道路橋梁費

事 項 名 道路・交通ネットワークの整備 道路改良費

課 名 まちづくり課 課長名 前大舛　和夫 予
算
科
目

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 樽舞1号線外2道路改良事業（繰越） 作成者名 與那覇　亜理沙
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単位：千円

款 番号 9

項 番号 1

目 番号 1

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 非常備消防費 作成者名 田島政之

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

消防費

施 策 名 海を守り、支えるまち 消防費

事 項 名 防災予防活動 非常備消防費

課 名 総務課 課長名 上地　常夫 予
算
科
目

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民の安心 安心して暮らせるような環境づくり

事
業
の
成
果

遠隔監視により、機器の状態も把握でき、使用後のパット交換も迅速にでき
る。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

公共施設へのAED設置遠隔監視付き
（町内11か所へ設置）

AEDリース

一般財源

1,040 1,0361,036
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単位：千円

款 番号 9

項 番号 1

目 番号 1

総務課 課長名 上地　常夫 予
算
科
目

事
業
の
成
果

集落内の街灯を徐々にLEDに切り替えているので、電気代のコストを少しづつ抑えら
れてきている。また、移住者も増加しているので、道路環境の改善にもなっている。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

総務費

施 策 名 海を守り、支えるまち 消防費

事 項 名 災害対策事業 非常備消防費

課 名

事
業
の
目
的

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 災害対策事業 作成者名 田島政之

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

対象（誰を、何を）

主
に
街
灯
の
整
備

蛍光灯や水銀灯などは電気料
が高く部品等の確保も厳しいた
め。電気料が安く、長期的なコス
トを考えて、ＬＥＤへと切り替えて
いる。

街灯新規設置
（20ヶ所）

街灯の修繕
（10ヶ所）

点滅・球切れ・漏電等の修繕

意図（どういう状態にしたいのか）

町民の安全啓蒙 安全に暮らせるように整備等をする。

修繕300千円+新規設置1,499千円＝1,799千円

2,200 1,799 1,799
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単位：千円

款 番号 7

項 番号 1

目 番号 3

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 沖縄県観光防災力強化支援事業 作成者名 田島政之

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

商工費

施 策 名 海を守り、支えるまち 商工費

事 項 名 沖縄県観光防災力強化支援事業 観光費

課 名 総務課 課長名 上地　常夫 予
算
科
目

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

観光客の避難 島を訪れる観光客の避難安全

1,085

事
業
の
成
果

町内で足止めされる観光客に対する防災力強化を図るため、備蓄食、資機材
等、備蓄庫を整備した。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債

10,856 10,854 9,769

実　績

備蓄食糧・飲料水
毛布
簡易トイレ
敷きマット
間仕切
多言語翻訳機
備蓄庫

祖納地区備蓄倉庫

（大仲歯科東側）

その他 一般財源
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 5

目 番号 3

① 与那国方言辞典編集委員会（委員７名）

※収録する語彙や例文の審議を中心に、１５回開催。

② 第２６回しまくとぅば語やびら大会　出場者派遣

日時：令和３年１２月4日　会場：沖縄コンベンションセンター

話者：譜久嶺マリサ　演題「ぬんでぃ　ちまくとぅば」（方言は何のために）

③ どぅなんむぬい検定実施(主催・しまくとぅば普及センター）

日時：令和３年１２月５日　会場：与那国中学校体育館

※小委員会を設置し、単語帳作成。申込者８０人中５２人が参加。

④ どぅなんむぬい教室開催

⑤ 与那国中学校郷土学習「与那国語コース」

編集委員・崎原用能・新里恵美子、会計任用職員・上地艶子が講師を務める。

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国方言保存継承支援事業 作成者名 村松稔

教育費

施 策 名 伝統文化に支えられた自治と自律のまち 社会教育費

事 項 名 与那国島の伝統文化の継承 文化財保護費

課 名 教育委員会教育課 課長名 高木　健一郎 予
算
科
目

意図（どういう状態にしたいのか）

ユネスコが認定する消滅危機言語である与那
国方言の復興を目指し、学習に必要な辞典の
編纂、講座開催等による学習機会の創出、世
代間の交流促進など、積極的な取り組みを展
開する。

与那国方言は文化の根幹であり、伝統文化に支えら
れた魅力あふれる島づくりを推進するためには、次世
代への継承が必須である。事業を通して、行事や家庭
などの日常で、方言を使用し、聞こえてくる島を取り戻
す。

事
業
の
成
果

継続的な取り組みの成果として、母語話者の指導者としてのスキルアップがあり、講座等で継承活
動が効果的に進んでいる。その結果、「しまくとぅば語やびら大会」の出場、家庭内おける方言日常
会話の実践、行催事での使用、キングイの習得など、自発的に与那国方言に関心を持ち、使用する
若い世代の増加が認められる。また、はじめて検定を実施したことで、今後は段階的に知識や技能を
高めていく環境が整えられた。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

令和3年10月22日～12月3日の毎週金曜日に開催。日常会話を中心に編集委員
の前黒島民子が講師を務めた。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

4,110 3,860 3,860
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 5

目 番号 3

　平成29年 「与那国島の断層帯天然記念物緊急調査」

　～令和元年度 ※サンニヌ台の天然記念物しての価値付け

　令和3年度 ① 文化財保護審議会

※指定範囲等に関する調査審議

② サンニヌ台天然記念物指定調査測量業務委託

※指定範囲を確定するための測量及び図面作成

令和4年度以降 文部科学大臣への意見具申

国の天然記念物指定

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 文化財保護事業 作成者名 村松稔

教育費

施 策 名 伝統文化に支えられた自治と自律のまち 社会教育費

事 項 名 与那国島の伝統文化の継承 文化財保護費

課 名 教育委員会教育課 課長名 高木　健一郎 予
算
科
目

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

【与那国町文化財保護審議会】　

教育委員会の諮問に応じて、文化財の保存及び活用等に関する重要事項について調査審議
し、これらの事項に関して教育委員会に建議できる組織として設置されている。
令和3年度は2回開催し、サンニヌ台国の天然記念物指定範囲、民謡の解説板、ニチフドゥの
灯台の保全、登録有形文化財の現状と保全等、喫緊に対応すべき文化財保護行政に関する
調査審議を行った。

【サンニヌ台の国指定天然記念物推進〉

5,701

事
業
の
成
果

地殻変動の激しさを知ることができる地球科学的資料として、サンニヌ台は日本を代表する価値が
あることが明らかになった。
国の天然記念物指定は、地方公共団体から意見具申（情報提供）をもって行うことになるが、令和３
年度は指定範囲を確定するための測量を実施し、手続きに必要な図面類を完成させた。

予算執行
状況

5,769 5,701

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

本町の歴史的、文化的、自然的な資源を保全
し、次世代に継承していく。

文化財の適切な保全・活用を推進し、町民全体の共
有財産としての意識向上を図る。

県支出金 地方債 その他 一般財源
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 1

目 番号 3

文化庁の補助事業を活用し、与那国町の直営事業として実施した。

島仲遺跡発掘調査支援業務委託

・試掘調査成果簿

・オルソ図面

・調査データ

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 島仲遺跡発掘調査支援業務委託事業 作成者名 成瀬　満紀人

教育費

施 策 名 その他：その他 社会教育費

事 項 名 与那国島の伝統文化の継承 文化財保護費

課 名 教育委員会教育課 課長名 高木　健一郎 予
算
科
目

意図（どういう状態にしたいのか）

開発が予定されている埋蔵文化財の発掘調
査(島仲村遺跡)

遺跡の範囲と性格を把握するために必要な試掘・
確認調査を実施し、開発との調整及び記録・保存
に必要な資料作成に備える。

事
業
の
成
果

令和3年は、試掘個所を31箇所・確認調査を２箇所行った。次年度は試掘個所を50箇所・
確認調査を2箇所で予定している。

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

位置図

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

20,024 18,834 15,067 3,767
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 5

① 文化財審議会で解説板の内容、設置場所等について、協議。(６月）

② 「すんかに節」「猫小節」「でぃらぶでぃ節」3基の解説板設置(３月）

③ 町民対象のバスツアー実施(３月）

④ 事業に対するアンケートの実施(３月）

Q.与那国民謡に興味があるか

A.とても83%　普通１１％　少し6％

Q.与那国民謡に魅力を感じるか

A.とても９４%　普通３％　少し３％

A.とても６７%　普通２８％　少し５％

A.とても８４%　普通１１％　少し５％

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国民謡の文化継承事業 作成者名 村松稔

総務費

施 策 名 伝統文化に支えられた自治と自律のまち 沖縄振興特別推進交付金

事 項 名 与那国島の伝統文化の継承 文化振興費

課 名 教育委員会教育課 課長名 高木　健一郎 予
算
科
目

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

与那国島の文化遺産である民謡について、
発祥の地に解説板を整備し、町民に広く周
知するためのバスツアーを実施する。

与那国民謡が持つ価値や魅力を掘り起こし、教育
や観光に活用できる地域資源として活用する。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

3,897 3,897 3,117 780

Q.他の与那国民謡の解説板も
設置してほしいか

Q.ツアーは与那国島の歴史・
文化の理解に役立ったか

事
業
の
成
果

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

歴史や文化が歌い込まれた民謡は、地域固有の文化遺産であり、教育や観光に活用するため
のポテンシャルを秘めている。これまで町民や観光客にあまり認知されていない民謡発祥の
地に解説板を設置したことで、その価値や魅力を活用するための環境整備を行うことができ
た。
バスツアー実施後のアンケートでは、解説板の増設を要望する声が多くあった。増設すれ
ば、発祥地を巡る観光メニューや教育プログラムも充実する。文化財保護審議会や与那国民
謡伝承保存会と連携しながら調査・研究を継続し、今後の増設を検討したい。

　アンケート回答（抜粋）
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 1

目 番号 1

システム構築　基盤構築を実施

　人事給与システム

　財務会計システム

本島データセンターへの接続のための通信設定の見直しを行った

全LG端末のクライアント設定を更新した

OCC担当による全職員を対象にした職員講習を3回実施

今後は決算統計等の講習も行う予定

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国町内部情報システム更改業務 作成者名 津村　伸之

総務費

施 策 名 伝統文化に支えられた自治と自律のまち 総務管理費

事 項 名 成果のあがる行政執行体制の確立 一般管理費

課 名 企画財政課 課長名 小嶺　長典 予
算
科
目

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町職員

更新期限切れに伴うシステムの入れ替えを実
施。
人事給与・財務システムサーバーを外部に設置
することによりセキュリティの向上を図りラン
ニングコストを抑えることができた。

事
業
の
成
果

4月に利用を開始し、職員も慣れ、業者への問い合わせも減少した。今後は決算統計
などの部分で自動処理が行えるようになるので今まで利用していたものよりも時間
の短縮が図れる。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

13,200 11,770 11,770
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 1

目 番号 13

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

84,901 83,725 83,725

意図（どういう状態にしたいのか）

与那国町民

新型コロナウイルス感染症経済対策として、与那国町
特別定額給付金（第３回目）を町民１人当たり５万円
支給し、家計への支援を行うことで、与那国町経済の
活性化を図る。
＊前回同様に対象者特例（高校生）を設ける。

事
業
の
成
果

与那国町特別定額給付金（第３回目）を町民１人当たり５万円支給したことにより、家計への支援及び
与那国町経済活性化の一助に資することができた。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

総務費

施 策 名 その他：その他 総務管理費

事 項 名 新型コロナウイルス感染症対策 新型コロナウイルス対策費

課 名 総務課 課長名 上地　常夫 予
算
科
目

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国町特別定額給付金 作成者名 与那国　和子

受取方法 （希望する受取方法（下記のA又はB）のチェック欄（□）に『✔』を入れて、必要事項を御記入ください。）

□Ａ　指定の金融機関口座（申請・受給者又はその代理人の口座に限ります。）への振込を希望

【受取口座記入欄】（長期間入出金のない口座を記入しないでください。）

通帳番号

（右詰めでお書きください）

□ B　申請書を窓口で提出し、後日、給付（申請書の返送の必要はありません。）

（金融機関の口座がない方や金融機関から著しく離れた場所に住んでいる方が対象となります。）

【代理申請（受給）を行う場合】
　

　

年 月 日

 ※記名押印に代えて署名することができます。

（裏面）

○

金融機関名
（ゆうちょ銀行を除く）

支 店 名 分類 口 座 番 号
（右 詰 めでお 書きください。）

（フリガナ）

口座名義

1.銀行
2.金庫
3.信組
4.信連

5.農協
6.漁協

7.信漁連

本・支店
本・支所
出張所

1普通

2当座
支店コード

ゆうちょ銀行
通帳記号

（６桁目がある場合は、※欄
に御記入ください。）

（フリガナ）

口座名義

1 0

ゆうちょ銀行を選択された場合は、貯金
通帳の見開き左上またはキャッシュ
カードに記載された記号・番号をお書
きください。

上記の者を代理人と認め、
　特別定額給付金の　　　　　　  　　　                     を委任します。
　
 

世帯主氏名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

申請者本人確認書類

振込先金融機関口座確認書類

代
理
人

（　フ　リ　ガ　ナ　）

代理人生年月日 代理人住所
代理人氏名

 明治・大正・昭和・平成

日中に連絡可能な電話番号　　　　　　（　　　　　　）

← 法定代理の場合は、委任

方法の選択は不要です。

※

申請・請求

受給

申請・請求及び受給①

②

③

※ 特別定額給付金を希望されない方は、以下のチェック欄（□）に×印をご記入ください。

〒 999-9991
電算市電算１番地

電算　太郎 様

#00001-1

000000000101

与那国町長　糸数　健一 殿

○  世帯主（申請・受給者）
（　フ　リ　ガ　ナ　）

生年月日

（表面）

与那国町特別定額給付金申請書

申請日 令和３年　　　　月　　　　日

下記の事項に同意の上、与那国町特別定額給付金を申請します。

受給資格の確認に当たり、公簿等で確認を行うことがあります。

公簿等で確認できない場合は、関係書類の提出をお願いします。

与那国町が、下記に記載された受取口座に振込手続後、記載間違い等の事由により振り込みが完了せず、かつ、申請受付開始日から令和４年１
月３１日の申請期限までに、与那国町が、申請・受給者（代理人も含みます。）に連絡・確認できない場合には、与那国町は当該申請が取り下げら
れたものと見なします。

○ 対象者の特例：住民基本台帳に記録のない高校生について、下記の給付対象者に加筆にて申請してください。（在学証明書添付）

現　　　　　　　住　　　　　　　所
氏　　　　　名

デンサン　タロウ

昭和55年1月1日
電算市電算１番地

電算　太郎 ㊞
日中に連絡可能な電話番号　　　　　　（　　　　）

1
デンサン　タロウ

世帯主 昭和55年1月1日 □電算　太郎

○  給付対象者（下記の記載内容を御確認ください。もし記載に誤りがあれば、朱書きで訂正してください。）

氏名 続柄 生年月日 希望しない

3 □

2 □

5 □

4 □

7 □

6 □

9 □

8 □

合計金額 50,000 円

10 □

市区町村

受付印

a 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 a

　　令和３年９月１日
　　　　　  　1,671人（特例者除く）
　　            　1,666人（うち特例者4人）
　　　　　　　 99.7％
　　    　83,300,000円

印刷製本費 　　　　　　　91,300円

通信運搬費 　　　 　　　 135,057円

システム改修委託料 　　　　　　  198,000円

　⑤事務費合計              　　　　　     424,357円
　④支給総額

　②支給人数
　③支給率

   　基 準 日
　①対象者数
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 8

目 番号 2

〈1.事業概要〉

〈2.補助事業費説明〉

令和３年度補助事業費　　　 27,159千円

  内訳　 　離島補助 7,783.2千円　

防衛省補助 11,620千円　

一般財源 7,755.8千円

〈3.事業実績〉

〇与那国町総合食育センターコンストラクションマネジメント業務 9,988千円

〇与那国町総合食育センター実施設計業務 20,866千円

〇与那国町総合食育センター解体設計業務 6,589千円

令和3年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国町総合食育センター建設事業 作成者名 南風原　光希

総務費

施 策 名 その他：その他 沖縄離島活性化推進事業費

事 項 名 与那国町総合食育センター建設事業 沖縄離島活性化推進事業費
（定住促進）

課 名 教育委員会総務課 課長名 村本　浩利 予
算
科
目

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

島内の小中学生（小学校３校、中学校2
校）及び高齢者

老朽化が著しい給食センターを改築し、安心安全
な学校給食の供給と、高齢者向けの配食サービス
の拠点としての機能も有した施設を整備する。

事
業
の
成
果

与那国町総合食育センターの建築に係る実施設計業務と解体設計業務を実施した。
令和４年度より、２ヵ年計画で旧祖納保育所と共同調理場の解体工事及び、与那国町総合
食育センターの建築を開始する。
本事業により、安心安全な学校給食の供給と食育交流の推進拠点及び高齢者向けの配食
サービスの拠点、また緊急時における防災拠点として地域の安全性を向上させるととも
に、民生の安定を図る。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

　平成２８年３月に与那国島へ与那国駐屯地が所在することなり、部隊配備により隊
員とその家族の帯同により急激に児童が増加し、環境の変化を余儀なくされており、
島民の児童の安心、安全な学校給食の供給を図るためにも、老朽化が著しい共同調理
場の改築が急務となっている。
　また、給食調理の見学、給食試食、食に関するイベントなどによる食育交流の推進
拠点及び高齢者向けの配食サービスの拠点としての機能を有した施設を整備する。
　さらに、当該施設は有事の際の備蓄や炊き出し場等としても活用し、緊急時におけ
る防災拠点として地域の安全性を向上させるとともに、民生の安定に寄与する。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

38,812 37,443 19,403 18,040
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